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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第１四半期
累計期間

第21期
第１四半期
累計期間

第20期

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日

至平成25年
12月31日

自平成24年
10月１日

至平成25年
９月30日

売上高（千円） 389,968 480,695 1,838,901

経常損失（千円） 51,291 10,373 46,831

四半期（当期）純損失（千円） 33,733 8,500 39,037

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 537,862 537,862 537,862

発行済株式総数（株） 25,138 2,513,800 25,138

純資産額（千円） 686,919 673,168 681,640

総資産額（千円） 1,716,759 1,995,937 1,673,635

１株当たり四半期（当期）純損失金額（円） 15.46 3.90 17.89

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 40.0 33.7 40.7

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） △65,159 11,304 77,305

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △5,305 △29,108 △108,224

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △14 199,933 △47,923

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
429,741 603,506 421,377

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、対象となる会社はございません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

６．当第１四半期会計期間において株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定し、１株当たり四半期（当期）純損失金額を算定しております。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策及び日銀の金融政策を背景に株高の進行や企

業収益の改善といった景気回復の兆しがみられるものの、円安による物価上昇等により国内景気は依然として先行

き不透明な状況が続いております。

　当社の主要販売先である外食産業におきましては、一部個人消費に明るさが戻るなどの回復傾向がみられた一

方、平成26年4月に実施される消費税増税に向けて消費者の節約志向は更に強まり、顧客獲得競争は激しさを増し

ております。また、円安による輸入食材価格の高騰等により、当社の事業領域において厳しい状況が続いておりま

す。

　このような環境のもと、大手外食チェーンを中心に、従来からのＡＳＰサービス、オーダーエントリーシステム

及びテーブルオーダー等のシステム機器を中心とした販売活動に注力してまいりました。

　その結果、システム機器等の新規受注等がありましたが、第１四半期累計期間は外食産業におきまして忘年会等

の繁忙期となり機器設置作業等が難しい時期にあたるため、売上高は480,695千円（前年同四半期比23.3％増）と

なりました。利益面に関しましては、システム機器事業の受注の獲得や月額サービス料の緩やかな回復がみられた

ものの本格的な回復とはならず、営業損失8,244千円（前年同四半期は営業損失48,251千円）、経常損失10,373千

円（前年同四半期は経常損失51,291千円）、四半期純損失8,500千円（前年同四半期は四半期純損失33,733千円）

となりました。

　　

事業部門別の業績は、以下のとおりであります。

　当社は、ＡＳＰサービス事業を単一セグメントとしておりますが、ＡＳＰサービス事業を核として、顧客である

飲食店舗にＡＳＰサービス事業、システム機器事業、周辺サービス事業を一体として提供しております。

① ＡＳＰサービス事業

　当事業におきましては、月額サービスの新規顧客獲得及び既存顧客へのサービス拡大に注力いたしました。その

結果、売上高は250,239千円（前年同四半期比3.0％増）となりました。月額サービス料は３ヶ月累計で226,415千円

（前年同四半期比3.5％増）と推移しました。

② システム機器事業

　当事業におきましては、既存顧客へのシステム機器の販売が順調に推移し、売上高は172,003千円（前年同四半期

比132.4％増）となりました。

③ 周辺サービス事業

　当事業におきましては、サプライ品、機器修理及び他社商品の販売等を行った結果、売上高は58,452千円（前年

同四半期比20.0％減）となりました。　

 

(2）財政状態の状況

　当第１四半期会計期間末における総資産は、1,995,937千円となり、前事業年度末に比べ322,302千円増加いたし

ました。主な増減は、流動資産では、現金及び預金183,629千円、商品192,349千円の増加がありました。固定資産

においては、ソフトウエア仮勘定17,610千円の増加がありました。また、流動負債では支払手形及び買掛金

123,759千円、短期借入金200,000千円の増加があった一方で引当金11,226千円の減少がありました。純資産につき

ましては、四半期純損失の計上により673,168千円となり、8,471千円減少いたしました。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動及び財務活動による

キャッシュ・フローにより得られた資金や、投資活動によるキャッシュ・フローにより使用した資金により前事業

年度末に比べ182,129千円増加し、当第１四半期会計期間末には603,506千円となりました。
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　当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は、11,304千円（前年同四半期は使用した資金

65,159千円）となりました。これは主に、減価償却費22,567千円の計上及び売上債権67,555千円の減少があった一

方で、税引前四半期純損失10,451千円の計上及びたな卸資産200,206千円の増加によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、29,108千円（前年同四半期は使用した資金

5,305千円）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出9,993千円及び無形固定資産の取得による

支出17,610千円による資金の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は、199,933千円（前年同四半期は使用した資金14

千円）となりました。これは主に、短期借入れによる収入200,000千円（純額）があったことによる資金の増加に

よるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,170,400

計 9,170,400

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,513,800 2,513,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（グロース）

単元株式数

100株　

計 2,513,800 2,513,800 － －

　　 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総数
残
高　　　　　　

（株）

資本金増減
額
（千円）　

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成25年10月１日

（注）
2,488,662 2,513,800 － 537,862 － 143,599

（注）株式分割（１：100）によるものであります。

　

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 　なお、平成25年10月１日付で普通株式１株を100株に分割し、100株を１単元とする単元株制度を採用しており

ますが、記載数値は当該株式分割の影響を考慮しておりません。

　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　3,315 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　21,823 21,823 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 25,138 － －

総株主の議決権 － 21,823 －

　

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アルファクス・

フード・システム

山口県宇部市西本町

二丁目14番30号
3,315 － 3,315 13.19

計 － 3,315 － 3,315 13.19
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、東京さくら監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 449,877 633,506

受取手形及び売掛金 240,067 172,398

商品 446,717 639,066

その他 69,540 78,950

貸倒引当金 △2,925 △2,126

流動資産合計 1,203,277 1,521,795

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 10,612 10,304

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 127,213 127,942

土地 20,429 20,429

建設仮勘定 39,203 37,583

有形固定資産合計 197,458 196,258

無形固定資産

ソフトウエア 80,112 72,311

ソフトウエア仮勘定 － 17,610

その他 2,445 2,445

無形固定資産合計 82,557 92,366

投資その他の資産

出資金 151 151

長期前払費用 101,883 101,405

繰延税金資産 24,367 23,378

長期未収入金 52,305 49,205

その他 34,781 34,918

貸倒引当金 △26,608 △26,540

投資その他の資産合計 186,881 182,520

固定資産合計 466,898 471,145

繰延資産

社債発行費 3,459 2,996

繰延資産合計 3,459 2,996

資産合計 1,673,635 1,995,937
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 93,843 217,602

短期借入金
※1 611,000 ※1 811,000

1年内償還予定の社債 74,000 74,000

未払法人税等 2,812 1,355

引当金 14,962 3,735

その他 76,699 96,146

流動負債合計 873,317 1,203,840

固定負債

社債 99,000 99,000

退職給付引当金 19,677 19,928

固定負債合計 118,677 118,928

負債合計 991,995 1,322,768

純資産の部

株主資本

資本金 537,862 537,862

資本剰余金 143,599 143,599

利益剰余金 248,423 239,922

自己株式 △248,239 △248,239

株主資本合計 681,645 673,144

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5 24

評価・換算差額等合計 △5 24

純資産合計 681,640 673,168

負債純資産合計 1,673,635 1,995,937
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 389,968 480,695

売上原価 285,771 336,794

売上総利益 104,197 143,900

販売費及び一般管理費 152,448 152,145

営業損失（△） △48,251 △8,244

営業外収益

雑収入 427 1,115

営業外収益合計 427 1,115

営業外費用

支払利息 2,142 2,025

支払保証料 525 378

その他 800 839

営業外費用合計 3,467 3,243

経常損失（△） △51,291 △10,373

特別損失

固定資産除却損 － 78

特別損失合計 － 78

税引前四半期純損失（△） △51,291 △10,451

法人税、住民税及び事業税 591 433

法人税等調整額 △18,148 △2,384

法人税等合計 △17,557 △1,950

四半期純損失（△） △33,733 △8,500
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △51,291 △10,451

減価償却費 21,069 22,567

貸倒引当金の増減額（△は減少） △181 △866

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,093 △11,226

退職給付引当金の増減額（△は減少） 133 251

支払利息 3,042 2,728

売上債権の増減額（△は増加） 7,922 67,555

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,583 △200,206

仕入債務の増減額（△は減少） 20,871 123,759

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,406 △2,277

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,432 21,696

その他 683 730

小計 △47,266 14,259

利息の支払額 △2,098 △1,968

法人税等の支払額 △15,793 △987

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,159 11,304

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,808 △9,993

無形固定資産の取得による支出 － △17,610

定期預金の預入による支出 △1,500 △1,500

その他 2 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,305 △29,108

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 450,000 750,000

短期借入金の返済による支出 △450,000 △550,000

配当金の支払額 △14 △66

財務活動によるキャッシュ・フロー △14 199,933

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △70,478 182,129

現金及び現金同等物の期首残高 500,220 421,377

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 429,741 ※ 603,506
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

　該当事項はありません。

　

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。 

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。 

　　　

（追加情報）

　該当事項はありません。 

 

（四半期貸借対照表関係）

※１．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。これら契

約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年９月30日）
当第１四半期会計期間
（平成25年12月31日）

当座貸越極度額の総額 1,350,000千円 1,350,000千円

借入実行残高 611,000 811,000

差引額 739,000 539,000

 

　２．保証債務

前事業年度（平成25年９月30日）

　システム機器の販売顧客のリース債務14,739千円について、債務保証を行っております。

　

当第１四半期会計期間（平成25年12月31日）

　システム機器の販売顧客のリース債務14,374千円について、債務保証を行っております。

　

（四半期損益計算書関係）

　該当事項はありません。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間

（自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日）

現金及び預金勘定 453,741千円 633,506千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △24,000 △30,000

現金及び現金同等物 429,741 603,506
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額　

   該当事項はありません。　

　

（2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの　

　　該当事項はありません。　

　

２．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額　

   該当事項はありません。　

　

（2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの　

　　該当事項はありません。　

　

２．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。　

　

（金融商品関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

　

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、記載事項はありません。

 

（持分法損益等）

関連会社がないため、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

　

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】　

前第１四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平

成25年10月１日　至　平成25年12月31日）

　当社は、ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間

（自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 15円46銭 3円90銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 33,733 8,500

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 33,733 8,500

普通株式の期中平均株式数（株） 2,182,300 2,182,300

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

　（注）１．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前事業年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純損失金額を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

  

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月14日

株式会社アルファクス・フード・システム

取締役会　御中

東京さくら監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 末川　修　　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　亮　　　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファクス・フード・システムの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの第21期事業年度の第１四半期会計期間（平

成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファクス・フード・システムの平成25年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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